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奈 ちゃん（左）　平成23年8月16日生まれ
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衣 ちゃん（右）　平成26年８月８日生まれ

　亮さん　　　亜紀さん　（みずほ台） 　利弥さん　　　見江さん　（羽若町）
素敵な人生を歩んでいってね（^-^） いっぱい食べて、笑って大きくなってね♪
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　　いちご栽培50年
　立春を過ぎてもまだまだ寒い
です！でも、いちごの甘酸っぱ
い香りが漂うビニールハウスの
中は、もう春の陽気です。いちご
栽培50年、田茂町の岩間護さん
ご夫婦にお話を伺いました。
　約1,000㎡のビニールハウス
には、甘みの強い品種「章姫」が
約5,400株植えられ、大粒の赤

い実が付いています。そして、受粉をさせるために放
しているミツバチが、白い花を求めて飛び交ってい
ます。

　いちごの収穫時期は、11月中頃から半年間。岩間
さんは、２番成りの青い実を手に乗せ「日増しに実が
大きくなるのがよく分かります。形も良いものがで
きています」と笑顔で話されました。
　また、病気に負けないように元気に育てて、大粒の
甘い実を作るために、肥料の施し方にも長年の経験
を生かして工夫しているそうです。「おいしいいちご
を作るには手間がかかります。手を抜くと良いもの
ができない」と、毎日、いちごを収穫しながら、花や枯
れた葉を丁寧に摘み取っています。
　土作り、苗株作りから始めるいちご栽培！一味違
うおいしい、いちご！応援します！

市民記者
松村　正さん
（関町久我）


